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ホソアシナガパテfか噸可扉ぬわ浸加SAUSSUREは低  

山地の山林内のみを生息地とし，近縁のアシナガバナ属  

掬／g∫gg∫の多くの様にみられるような人家営巣性は殆ど  

みられない。本棟の生態に関してはSEKりIMÅetai．8），  

杉浦ら9）糊によって，野外の自然巣の観察にもとづく生  

活史，営巣習性，巌の発達，コロニー内の分業などが報  

告され アシナガバナ並科の中でも特興な習性をもつこ  

とが明らかにされている。しかし，近年は生息域填であ  

る観山の自然は宅地化の遊行や開発などによって急速に  

失われつつあるため，生息現場において安定した観察を  

継続することほしだいに園殊になりつつある。   

筆者らは，本棟が森林生態系における商次瀾食者とし  

ての機藷陵をもつ点に注目し，野外における調査を進める  

とともに，人為的条件における骨巣の可能性についても  

模索してきた。その結乳 不様の越冬直後の創設雌を野  

外より採集し，野外の大数網室内で飼育して，奥の創設  

から新女王の渡乱 さらには岡場所内で越冬させて翌容  

に再び営巣させることに成功した。さらに，そうした閉  

鎖環境下の条件ではあるが，野外では貌雌創設凍凝う本  

棟が，ごく懲通に多柑豪創設を行うことを発見した。本筋  

ではそれらの多雌厳における個体問の行動等について織  

督する。  

方  法   

1．飼育条件   

本研究は1982年5月7日～1983年7月3＝ヨの間，三及  

県津市上浜町の三藍大学農学部構内で．ガラス室に隣接  

した野外網室（寺19．5m8，2．6×3．0×3．Om）で行った調査  

にもとづいている（l到1）。この網姦は北に画した壁は  

ガラス板で，他動ま天井も含めてサランネット網の上に  

遮光のためゴース布が張られている。また，西南のガラ  

ス面と天井面には夏季は山師こヤプカラシを繁茂させ，  

！m  

図l飼育に用いた飼養の概略図（数字は巣の番号を示  

す。）  

01982年骨範  囲 エサ場  

⑳1983年営巣  □ 越冬樹  

A シロダモ  ・維巣彼の亀倉場所  

△ シログモ以外の樹木   
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遮光とともに花蜜の供給源として利用した。南面には  

3nli喝てて約5mの高さのカキの木が接し，遮光に役  

立っている。   

約姦の内部は本棟の生息地である津市大儲川北町の山  

林の林床畷壌9）をモデルとして，営巣植物および巣材供  

給植物であるシロダモを中心にカクレミノ，アカメガシ  

ワ，アラカシ，タブ，ヤプニッケイ等の幼木を植えた。   

飼育に供したホソアシナガバナの創設酢ま，1982年の  

場合，4月26，29日に津市上浜町の山林のコナラの樹孔  

内で越冬した個体が飛び漉したところを捕雑した。これ  

らの個体を金網カゴに収容し，晴男真の室内でハチミツを  

与えながら飼育したのち，野外で選果活動の始まった5  

月7・8日に，それぞれ5頭とユ7頭を上述の綱室内に放  

した。1983年の場合，前年に‡司網姦で羽化し越冬させた  

2頭（個体記号83A，83B）のほか，4月】8日に津ず首大  

里川北町の山林内のアラカシの樹孔より得た3乳 同所  

で4月25，27日に飛翔中を探粟した2頭および7頭，さ  

らに4月271ヨに紳市」こ浜町の山林内で飛翔申を得た1頭  

を加え計13頭となっている。この年の供試個体には，放  

飼前の鍾として，ハサミツのほかにカイコ幼虫をつぶし  

て与えている。網室へは5月2日に放琉したが，当日は  

岡場所で越冬していた】雌（83A）がすでに遺厳を始め  

ており5育房からなっていた。   

網室内へ放虫後は，両年共，糾としてハチミツのほか  

にアブ，ガガンボ，バッタなどの′ト昆虫，鱗地目の幼虫  

や痛を与えた。これらの餉はアリを防ぐため発砲スチ  

ロール製綿台を天外から針金でつるした。   

なお，1982年の場合，網室内の越冬場所として，孟宗  

竹（寓径約11cm）を130c汀lに切断し，各節ごとに2～  

3cmの幅の穴をあけたもの，および野外から採集した  

コウモリガ幼虫の潜入孔をもつ麗後8cmのアカメガシ  

ワの幹を考えている。   

2．調査方法   

個体級別のため，ま982年には常巣確認後の5月18・19  

軋1983年にほ網室に放虫前の5月1日に，すべての雌  

の前胸背板上にカラ≠ペイントでマ血キングを行った。  

また，各射ま孝吉兇j蜘こ番号を付し，各督矧句の孝違背恕を  

区別して，毎E卜磯崎にセルマップを作成した。東の発  

途段階は柳田らミノ）1り）により働きバナの羽化までを3段臥  

すなわち節t期：創廉から放初の幼虫醇化まで，節目  

期：その後，取組の常繭まで，第m期：その後，敢初の  

働きバナの羽化まで，に区分した。  

結  果   

1．多雌巌の成立過程  

1982，1983年ともに，網室内に放鋼した越冬彼の雌は  

野外ではこれまで号賢兄されていない多雌巣を形成した  

（l頚9～1ユ）。それらの巣は初めは1頭の雌によって創設  

されたが，その後数頭の雌が営巣活動に加わるもので，  

山時的多雌（巣8359）…多雌状態が不安定で働きバナの  

羽化まで継続しない仙と血走幡多雌（巣8252，巣8256，  

嬢8259，巣8352）叫多雌状態が働きバチの瑚ヒ政首相まで  

続く…に区別できた。このほか，働きバナの羽化前のご  

く初期の段I階で事故庵どによって多楯状態が解消する例  

（巣8264等）もみられている。また，単雌廉は1982年に  

は観察されなかったが，1983科こは廉8359など6巣がみ  

られている。   

多頼奥の成立過程せ巣8264と巣8352についてみると次  

のようになっている。   

巣8264はキク科植物の1穫の鶉麗につくられ，者達見時  

の1982年5月ユ9日には82Il，82Ⅰ，82王．の3個体からなる  

多雌巣であったが創般個体は不明であった。5月21日に  

脊房数は12（卵10，空2）であったが，当日液にヨトウ  

ガ1樵の幼虫により厳の付潜塞が食べられて巣ほ放索さ  

れた。その後，3頭のうち82Ⅰほ5月23日に巣8256へ，  

82日は5月22日に巣8259へそれぞれ移動した。この時，  

すでに河東ともそれぞれ他に2雌を有する多雌巣であっ  

た（嚢1）。82Lは他巣へ移動する様子がみられず5月  

24日に網室外へ放した。   

巣8352の吻合，創設灘83Fがユ983年5月7日にシロダ  

モの華麗に選果を始めた。当日の夕刻は83王一がその巣に  

血時的にとどまっていたが，翌日からは83Fのみの単雌  

状態が続いた。5月1＝ヨには83Aが加わり．2頭の雌の  

共存が続いたが，5月18日にほ83Gも加わり3頭からな  

る多雌巣となった（【襲！9）。さらに5月29E＝こほ83Jが  

頻繁に巣を誹れるようになったが83Åの攻撃を受け続け，  

5月31日には殺されてしまった。この間83Fほ酢果して  

巣8358に移動し渾びもどることほなかった。   

これらの観察では，多摩椎巣も初めはユ頭の飢没雌に  

よって作られ，後に他の雌が加わるものと考えられるの  

単雌巣へ他の廉から雌が移勤して共存する原図は明らか  

にできなかったが，日東の亡失，食物不軋 他奥の雌に  

よる食卵などが引き金となっているようである。   

多酢某の構成員の血縁l関係についてみると，たとえば   
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衣1 柑82隼における多軌範の政一）：と構成個体  
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注 A～いま終個体を′Jモし（？）ほマ岬キング前で個体級別をしていない。  

巣8352は3個体（83F，83Å，83G）であるが，83Aほ  

前年に当網養で羽化した個体，83F，83Gは越冬後に紳  

市大里川北町で抹基した個体なので，明らかに同じ厳か  

ら羽化したものではない。   

網室内で観察された多雌巣のうち，働きバチの羽化後  

も営巣の続いた5巣（柑82年3巣，1983年2巣）につい  

てみると，以下のようにいずれも働きバナの羽化前に】  

個体の雌だけが残って単雌状態となっている。   

巣8252の場合，82A，82f〕の2雌のうち，働きバナの  

羽化する3日前（6月18Ei）に，82Aが碓果している。   

巣8256は82B，82Ⅰ，82Jの3雌のうち，働きバナの羽  

化の5日齢（6月17日）に82王が厳の麗下で建や榊の一  

部を失って静】jこしているのが発見された。巌上では8213  

が巣へとまろうとする82Jに対して激しく威嚇したり，  

飛びながら体当たりをするなどの攻撃を加え，巣に戻る  

ことを妨審しているのが観察された。翌軋 人為的に82  

Ⅰを動こ載せたところ，82Bが激しく攻撃し地上に儲草■  

して互いに毒針を用いて刺しあう！沌尊・となった（図宜朕   
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なされる。   

巣8352の場合，多雌期の5月‖＝～6月9日の全期間  

を通じて83Aが敢優位個体となっているが，5月29lニ‡の  

両雄閃（83A，83F，83G，83J〉 の時問当たりの優位術  

勅は次のようになっている。  

そのためか3巨‡後には82Bも死亡した。結ノ乳 この巣  

8256では負傷して厳から経れていた82Jが生き残り巣を  

引き継いでいる。   

巣8259の場合，創設酌ま82Eと推測されたが，5月22  

日には82E，82C，82Hの3頭で構成された多雌巣と  

なった。しかし，働きバナの羽化する9針前（6月‖  

＝）に82日7うゞ，また働きバナの羽化当日には82Cが巣上  

に見られず，S2Eが残って女王となっている。   

巣8352の場合，創設雌は83Fで，以後83Å，83G，83J  

が5月11Ei，剛8日，同29日に参入した。このうち，83  

Jは当初から83Aよりたえず攻撃をうけ5月31日には刺  

されて死亡している。剛ヨにほ83Fも姿を消して巣8358  

へ移動している。6月10日にほ83Aの攻撃によって83G  

も正常な活動が不可能となっているひその後，この巣は  

83Aの単雌巣となり6月19日には教初の働きバナが羽化  

している。   

これらの多雌巣の経過をみると，働きバナの羽化前に  

は雌間の‡矧争，とくに優位雌による他個体への攻撃が頻  

繁となり，死亡したり碓果する雌があいついで，結局，  

上値体が厳に残って単雌化し安定状態に透するものと考  

えられる。   

2．多雌巣における雌個体間の優劣行動   

仙一般にアシナガバナ亜雄1■の多雌厳には，掴膵】に優劣関  

係が存在し，優位雌は他の個体を攻撃することによって  

力関係を維持しているl）2）7）‖）。   

巣8259の場合，5月25日～6月10Elの3雌（82C，82  

E，82日）の聞では時間当たりの優位行動の頻度は  

8：うA  s：‖γ  8：i（；   8：り  

83A  o  

X3 F l一－用  

83G  o．～18  0  

83J   ：う∴iニ享  け   

0  0   

0  0  

0  

0．95   

両親とも放條位個体が他個体に対して，1）相手に匿  

接触れずに突きかかっていく，2）大腰を相手の休にぶ  

つける，3）太腹でかんだり，怒針で刺そうとする，な  

どの行動を示すが，2位以下の個体間ではこうした攻撃  

または優位行動の頻度は少なく，順位関係も明らかにす  

るのは困難であった。   

3．諸活動と個体関係   

多雌巣における巣内外の諸活動と個体関係についてみ  

ると以下のようであった。   

廉外活動：巣外活動には営巣活動に必薯な変材の煤塵  

（凝材，肉質物，乳 水など），幼虫の糞捨て及び不明な  

どがある10）。   

巣8259の多雌期における各個体の1恒】の外筏に饗した  

時間せみると，すべての外役で82Eが敢も媛く，82㌻1，  

82Cの順に艮くなっている（衆2）。82Cの場合，巣外  

で過す時間が他の2個体より著しく長いのは，帰親しよ  

うとしても在果している2個体の攻撃を′受けて巣へ戻る  

ことができず，付近の楽土で静止していることが多いた  

めである。   

山方，個体別の外股頻度でみると，総外役回数は敢優  

位の82Eが敢も多く，とくに巣材の採水では他の2倍以  

上となっている。しかし，肉質物に関しては，82日と82  

Cの両個体がより多く行っている（図2）。   

巣S352についても個体別の外役頻度をみると，敢優位  

個体の83Aは5月18～28E＝こは他個体よりも多いが，そ  

れ以後ほ減少している（‡ぎJ3〉。   

巣内活動：造巣，育児，．郎爽，アリに対する忌避物質  

の漁私 産卵，食卵，懲戒などがここに含まれる。   

造巣材料にほ厳外で採施される捕物毛のほかに，曹房  

魔の上端をかじりとって薄利用する墟倉がある。いずれ  

の場合も巣材は僧体問で受け渡しが行われたり分配され   

82Ⅰミ  82Ⅰ1  82C  

82Ⅰ£  0  

82l－I  O．1（i  

82C  O．70  0．‡6  

となっており，82E＞82日＞82Cの関係がみられた。た  

だし，82Eと82H，82日と82Cの問ではそれぞれ2園ず  

つしか憾劣行動は観察されず，82E＞S2Cの関係以外は  

明確なものではない。この巣でほ6月14仙17日の82fミ，  

82Cの2雌期でも，次のように82E＞82Cの関係が続い  

H2Ⅰミ  82C  

H2 E O．5‡）  

82C  2．28   

ていた。したがって，この巣では82Eが敢優位個体とみ  
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衣2 狼8259における各個体の外牧内容  

巣  材  肉質物  液状物  不  明  

川‡k   叶 描】  回左上   叶」‡り  川妄t   叫＝ 関  川ミt  叫‥ f‡iJ  

82C  ノi lO：2±1：5：：うづ   9   ′i：05士1：30  3   6：05±7：11  8  27：2】±49：55  

S2E   2・j l：1】士0：50   6   2：0（き士1：（）9   3   0：45土0：13  13   0：30士0：17  

S2il  づ  1ニ20士0．胴   6   3：一46：と2：07  3   2：18±0：35   6 1．38：とl：52  

注．時瀾甘がlま均時間を分：紗士標準偏差で示す。   

ることほ少ないが，スズメバナ頬のように‡当分の採集し  

た巣材はすペて自分で遊猟に使う5）までにはいたってい  

ない（lぎト4〉。   

巣8259の場合，82Eは厳へもち帰った巣材のうち，3  

回に11蜃＝ま82Ⅰ・Ⅰに山部を分配したが，82Cでは採然して  

きた巣材のすペてを82I王へ渡す例もしばしばみられてい  

る。また，82Cは82Hには巣材を渡したが，82Eに対し  

ては寮求があっても渡すことはなかった。  
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‡宮‡2 厳8259における個体別の外役頻度∈C，E，トⅠはそ  

れぞれ82C，82E，82汀を示す。）  

Ⅰ渕4 巣8259における個体閤の巣材の収受関係と頻度   

（C，E，Hは園2計掛野  

廉6352の場合，機材ほ探東個体が独占することが多  

かったが，傲慢位の83Aだけは他個体から巣材を受け  

とって簡房創設に利用している（【刻5）。   

育房の新設は産卵行動に先立って行われるが，両者は  

密接な連銀瀾係にある。巣8259の場合，82E，82C，82  

日のいずれも曹房の新設を行っており，背房壁の拡展や  

支柱の補強の朔度も個体閏にほっきりした姦は認められ  

ない（図6）。   

輿
り
 
 

F F A F A G F A G J A G  
机AY9   MAY！卜17    MAY！8－28  MAY29・31   JUトJE！－9  

一頭I3 巣8352における個体別の外役頻度（A～Jはそれ  

ぞjt83A～83Jを示す。き  
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んだ卵を食べる行動が頻繁にみられ 僚捌闘如こ閲様な  

く各個体がおこなっている。食卵行動の観察頻度は22回  

で，厳8259で7回（82C：4軌 82E：3‡削，巣8352で  

15図（83F：3臥 83A：5臥 83G：7垣l）となってい  

る。   

各個体が各棟の性動二費やした時間の割合をみると，  

巣8259の場合，∂2C，82E，82Hの3頭の多雌期におい  

て，敢も顕著な差のみられるのは奥内の滞在時瀾である  

（園7－a，b，C）。82Eは観察時間の96．5％を巣上で過ご  

したのに比べ，82C：68．3％，82日：8軋4％となってい  

る。一九 外役頻度をみると，82Eが敢も多いが，1恒】  

の外授に費やす時間は他の2個体に比べて短くなってい  

る（陛12，泰2）。  

20  40  80  80  】00●ん  

MÅY 25  

JUトほ7  

9  

10  

1ふ  

15  

16  

図51雲IS352におけるイl刻体闊の巣材の収受瀾係と頻度   

（A～Jは僕】3を参照）  

図7－a 巣8259における雌の各棟の仕事l野間の割合（82  

C個体）  

当
り
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図7－l）同（∂2Ⅰ二個体j  
C E H  C E  
MAY25－」UNElO  JUNElムー16  

1窯‡6Ⅰ渕8259における個体瀾の選果活動の榔受（C，E，  

Hはl到2を参照）  

産卵行動に関する観察例は，巣8259で1ユ園（82C：5  

卵，82E：4卵，82日：2卯），厳8352で16鳳（S3F：2卵，  

83A：9卵．83G：5卵）で．両親とも多雌巣を構成する  

全個体にみられている。また，各磯体は産卵申の他個体  

を発見しても幼奪することは少なかった（傍‖i）。しか  

し，相手の塵卵直後またほ自身の産卵前に．他瀾体の療  
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図7什C 同（82日個体）   
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4．多雌巣の奥の発達経過   

ユ982年に観察された多雌凝のうち，繁殖階叔の生産を  

行った巣8259，巣8256，巣8252の3巣について，営巣完  

了までの各発育態の消厳及び轡房の増加数をみると，閲  

8－a，b，Cのようになっている。   

これら3巣の働きバナ羽化までに作られた腎房数は平  

均64．7房で，野外の単雌巣の平均43．8房皇，）と比べ約ユ．5  

MAY  JUN∈†  

￥洲ヒ  
貿  

閲8－C 同（巣8252）   

倍となっている。これは働きバチ羽化彼の撤終潜餅数の  

34．0％を占めている。  

1日当たりの腎房増加数を営巣段階別にみると，節Ⅰ  

期：1．19藤，第n期：1．46鼠 節王H糊：2．26房となり，  

曲が出現したのち働きバナが羽化するまでの期間に急速  

な発達がみられている。  

考  察  

アシナガバナ亜科の多くの種は単雌創設であるが，中  

南米や北米の飽～通が偶の中には多朝会創設を常態として  

いる株も報瞥されている11）。また，同種でも分布域ぶ  

よって単雌創設と多雌創設のいずれかが普通となる場合  

も知られている2〉。   

多雌巣が激怒に観察されている掬掠細属の瘍合，多  

雌社会の特色として次の点があげられる。すなわち，‖  

多雌塊を鰍成する腑閏にほぼ麗線的な職権閥薙がある，  

2）優位個体ほど多くの食物を他個体から受けとるか，  

奪う，3）優位個体ほど卵巣が発達している，4）杜躯の  

磐，螢と順位のl酬二関係がある，5）働きバナの羽化前  

後に放優位個体を残し舶巣または追放される。   

ホソアシナガバナの今回の観察では，上記の掬J緑どぶ  

の例と比較すると，蔑も顕著な相動烹は多雌廉を形成し  

ている全焼が産卵に参加していることであるが，脚一方で  

他個体の産んだ卵を食べる現象も頻鮒こみちれている。  

この食卵行動が仁他個体の卵を食べることによって自己  

の遺伝子を残す椰率を嵩めるためのものか，紬ヨ源時の  

欠乏等による単なる食物補給のものかは明らかでないが，   

l渕8－a 多頼巣における巣の発遁経過（塊8259）  

図針h 匝＝髄8256）  
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図9 多楯状態の某（狼8252）。   
液優位個体は83A（下）  

巨那0 多柑た鵜の後期における雌   

問の爛ほ1■（巣8256〉。  

図11多雌某8352における優位   

雌（83A〉の産卵橘）。   

創設雌の83Fほ無職＝∴   
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前者とすれば血縁選択説：りとの関連から興味深い現象と  

みなされる。   

本稿で述べた多雌鵜は閉鎖環境下で人為的条件という  

制約があるが，その成立は社会性ハチ蝮の社会進化とい  

う点から示唆すべき点を含んでいる。YAMAN】；12）は台  

湾における同属礫の乃椚ゆ可扉壷＝榔戒の多雌巣を観察  

し，その起源は熱灘から亜熱帯に特有の独力なアリの捕  

食庄に対する適応とみなしている。しかし，今回報督し  

たホソアシナガパチの場合，野外ではつねに単雌巣であ  

ることや温覇におけるアリの捕食注は熱帯ほどに強くな  

いことから他に原l勾があるとみなされる。おそらく，限  

られた空間に放飼された越冬後の雌の個体数密度が高  

かったため営巣活動に必凝な資源が不足し，雌個体間に  

兢合が起こった結栄，多頼状態が出現したものと考えら  

れる。その場合，スズメバナ類のように…・般に排他性の  

強い種類では複数職体の共存は許容されないので多雌巣  

は形成されずに，雌‡掛乃闘争・に発展し，優位個体のみが  

単独で遷威して密度調節を行うとみなされる㌔ しかし，  

本棟の場合，雌瀾の排他性は営巣初期の段瀾では比較的  

弱いため，多雌状態を形成することによって隕鉄環境下  

における巣の密度調節を行っているのではなかろうか。  

その結果，複数個体の液卵や，単雌厳に比べて高い脊房  

増加率によって儲・巣効率をたかめる機能をもったものと  

考えられる。   

本研究はホソアシナガバナを人為的条件下で造巣させ  

ることを当初の目的としていたが，多雌凝という予期し  

ない創厳にまで発展したため，今後は実験的手法を加え  

つつ様々な条件下における社会構魔の解析を行い得る可  

能櫻が示唆されたことになろう。  

摘  要  

本職はホソアシナガバナの越冬雌を容挙に探魔し，野  

外網姦という閉鎖環境下で人為的に営巣させた場合にみ  

られた多雌創巣について述べた。  

1982～83年ら土観察された多雌巣ほ，敢初は1頭の創設  

附こよって始まり，のちに数雌が加わったが，すべての  

例において働きバナの羽化までに単雌巣となった。多雌  

巣の雌個体間には優劣行動がみられたが，産卵はいずれ  

の個体も行った。しかし，食卵行動が頻発し，他雌の産  

んだ卵を食べる例が多くみられた。敢優位灘は他個体よ  

りも外役活動に従事する頻度が商かったが，1回当たり  

の外役時間は短かった。  
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